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総務省国立研究開発法人審議会 情報通信研究機構部会（第39回） 

 

１日  時  令和４年12月22日（木）13時00分～14時00分 

 

２場  所  WEB会議にて開催 

 

３出 席 者・オブザーバー 

（１）委員（敬称略） 

尾家委員（部会長）、大場委員（部会長代理） 

（以上２名） 

（２）専門委員（敬称略） 

牛尾専門委員、大森専門委員、橋本専門委員、村瀬専門委員 

（以上４名） 

（３）総務省 

内藤官房審議官（国際技術、サイバーセキュリティ担当）、 

大森国際戦略課長、川野技術政策課長、津幡技術政策課技術革新研究官、 

井出技術政策課革新的情報通信技術開発推進室長、 

影井技術政策課統括課長補佐、中田技術政策課課長補佐、藪井技術政策課課長補佐 

（４）情報通信研究機構 

中沢理事、新田執行役、沼田総合プロデュースオフィス オフィス長 

 

４議  題 

 国立研究開発法人情報通信研究機構の第５期中長期目標変更（案）について 
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開  会 

【尾家部会長】  それでは皆さん、こんにちは。ただいまから第３９回総務省国立研究

開発法人審議会情報通信研究機構部会を開催いたします。本日は御多忙のところ御参集

いただきまして誠にありがとうございます。今回もウェブ形式での開催でございます。 

 初めに、本日の会議の定足数の関係でございますが、本日は尾辻委員が御欠席のため、

委員３名中２名が出席となり、定足数を満たしておりますことを御報告いたします。ま

た、専門委員の皆様にも御出席いただいております。ありがとうございます。 

 次に、事務局より配付資料の説明をお願いします。 

【藪井課長補佐】  事務局の藪井でございます。よろしくお願いいたします。 

 今回は資料の送付が直前となりまして、誠に申し訳ありません。また、御説明資料に

おいて一部、送付後に修正を行ったものがあります。最終版につきましては、恐れ入り

ますが、本日、親会の終了後に改めて送付申し上げますので、お手元のものと投映され

たものに違いがある場合は、投映されているもので御確認いただければと思います。重

ねておわび申し上げます。申し訳ありませんでした。 

 それでは本日の配付資料を確認させていただきます。ファイルナンバー００が議事次

第と配付資料の一覧、０１から０６までが本日御審議いただく資料で、０７から１０ま

でが参考資料、そして９９が出席者一覧の計１２点となっております。資料については

都度、画面に投映させていただきますが、お手元のファイルに破損等ございましたら、

事務局までお知らせください。 

 なお、本日は、総務省国立研究開発法人審議会議事規則第７条に基づき、公開となっ

ております。本日の議事録につきましても後日ウェブサイトに掲載させていただきます。 

 事務局からは以上です。 

 

議  題 

【尾家部会長】  ありがとうございます。 

 それでは、お手元の議事次第に従って議事を進めてまいりたいと思います。本日は、

ＮＩＣＴの中長期目標の変更案について皆様から御意見を頂く内容になっております。

それでは議題「国立研究開発法人情報通信研究機構の第５期中長期目標変更（案）につ

いて」、事務局及びＮＩＣＴより説明をお願いします。 
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【藪井課長補佐】  事務局でございます。 

 それでは、最初に本日の流れを御説明させていただきます。本日の議事次第の裏、今

映させていただいております、配付資料を掲載させていただいておりますが、こちらを

確認しながら説明させていただきます。 

 本日はＮＩＣＴの中長期目標の変更案についての御審議となります。まず、変更の背

景であるＢｅｙｏｎｄ ５Ｇを取り巻く状況について、資料情部３９－１により、事務

局から説明申し上げます。 

 続きまして、資料情部３９－２により、現在ＮＩＣＴで実施中のＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ

に係る基金による委託研究の状況とその成果についてＮＩＣＴから説明申し上げます。 

 そして、具体的な変更の中身について、資料情部３９－３から３９－５まで事務局か

ら説明申し上げ、最後に、審議会の意見案である資料情部３９－６について説明した後、

御審議に入っていただく流れになります。 

 それでは、資料情部３９－１について、井出室長から説明させていただきます。 

【井出室長】  総務省技術政策課、井出と申します。 

 私から、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇをめぐる政策動向とＮＩＣＴの役割の見直しということ

で御説明申し上げます。 

 まず１ページ目でございます。「Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ推進戦略」を総務省では

２０２０年に発表しております。ちょうど５Ｇが日本では２０２０年から開始されてい

るわけでございますけれども、その当時からＢｅｙｏｎｄ ５Ｇに向けて取組を開始し

ていた状況でございます。この戦略におきましては、大きく３つの柱で戦略を立ててご

ざいます。表の中段ぐらいになるんですけれども、一つが研究開発戦略、それから知財・

標準化戦略、それから展開戦略ということで、この３つの柱を立てておりました。これ

によって早期にＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの実現をしていこうということでございまして、こ

れに従いまして、次のページになりますけれども、総務省におきましてはＢｅｙｏｎｄ 

５Ｇ研究開発促進事業ということで予算を確保して、研究開発を推進している状況でご

ざいます。 

 具体的に言いますと、この四角の中に書いてございますけれども、令和３年２月にＮ

ＩＣＴの機構法の一部を改正しまして、時限ではあるんですけれども、ＮＩＣＴに研究

開発基金を設置いたしました。ここに３００億円の予算を充当いたしまして、研究開発

を開始していた状況でございます。また、それに合わせまして、この図でいいますと一



 -4- 

番下になりますけれども、ブルーの部分になりますが、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの共用研究

施設・設備ということで、テストベッドを整備するべく２００億円の予算を確保して、

現在ＮＩＣＴで設備を整備するとともに、テストベッドの利用を開始している状況でご

ざいます。 

 また、これに合わせまして、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発のために令和３年度補正

予算２００億円、それから令和４年度の当初予算といたしまして、電波利用料財源によ

りますけれども１００億円の予算を確保いたしまして、光通信技術や無線通信技術の研

究開発を実施してきている状況でございます。 

 総務省は２０２０年にBeyond 5G推進戦略を公表しているわけですけれども、主要各

国におきましてもＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発投資を表明している状況がございま

す。この下のほうの表を見ていただきますと、例えば米国ですけれども、次世代通信規

格６Ｇなどの先端技術開発に２００億ドル、日本円でいきますと約３兆円の支援を行う

旨表明していることですとか、欧州におきましても、ＥＵ、ドイツ、フィンランドと足

しますとおよそ２,４００億円の政府開発投資を行うとしており、各国ともに研究開発

投資の拡大を表明しております。世界的な研究開発競争が激化している状況がございま

す。 

 こうしたことを受けまして、総務省におきましても、情報通信審議会におきまして議

論を頂いております。これが今年６月３０日に公表されました答申でございます。まず、

主な課題認識というところで上の段にございますけれども、一番初めの①、熾烈な国際

競争というところでございます。真ん中辺にグラフがありますけれども、今の移動通信

システムの基地局市場を見てみましても、やはり海外勢が圧倒的なシェアを占めている

ところにまず危機感を持っている状況でございます。 

 それから②に情報通信における消費電力というところがございますけれども、このま

ま何もしない場合、情報通信の分野における電気消費が今後やはり増えてくるというこ

とで、これはＪＳＴがまとめているグラフになりますけれども、２０１６年と

２０５０年の比を取りますと、約４,０００倍以上、消費電力が増えるようなことも課題

となっている状況でございます。 

 そのほか、岸田政権におきますデジタル田園都市国家構想などの国家戦略におきまし

てもやはりデジタル化を推進していくことが掲げられておりまして、こうした背景の下

に、４つの戦略をまとめていただいています。 
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 まず最初、１つ目でございますけれども研究開発戦略でございます。こちらは、強み

のある技術に重点化して、集中的に開発投資していく必要があるということでございま

す。具体的には３つの技術につきまして重点化を頂いています。１つ目が①にございま

すけれどもオール光ネットワーク技術、２つ目が非地上系ネットワーク技術、３つ目が

仮想化・統合ネットワーク技術ということで、これがまさに我が国の強みのある技術と

いうことで、今後インフラの研究開発におきまして重要であるということで答申を頂い

ている状況でございます。 

 これに併せましてやはり重要ですのが、今回、国際的な競争力をしっかりと確保して

いこうという狙いもございますので、社会実装戦略、それから知財・標準化、海外展開

というこの３つの戦略を研究開発と一体で推進していくことが重要であるということ

で答申を頂いている状況でございます。 

 これは研究開発戦略の一番下のところにあるんですけれども、この推進に当たりまし

て、予算の多年度化を可能とする枠組みの創設が望ましいということで頂いておりまし

て、我々はこうした背景を受けまして、今年度の秋の臨時国会におきます議論におきま

して、経済対策ということで補正予算も要求させていただいております。今回、このス

ライドにありますとおり、下のほうに、革新的な情報通信技術の研究開発推進のための

恒久的な基金の造成ということで要求をさせていただきました。また併せまして、恒久

的な基金ということで実際にＮＩＣＴ法の改正、それから併せまして電波法の改正とい

う２つに取り組んでおります。 

 まず１つ目、情報通信研究機構法の改正でございますけれども、現行の基金におきま

してはこれは時限基金となっておりまして、今年度いっぱいで研究開発を終了すること

になっております。今回、ＮＩＣＴ法の改正によりまして、これを恒久的な基金としま

して予算を充てることができる枠組みを設けたことがまず１点目でございます。 

 それから、従来は、一般財源を使いましてこうした研究開発を推進してきたわけでご

ざいますけれども、財政当局との議論も経て、電波利用料を基金に充てられるようにす

ることを明確化したところでございます。 

 この法案につきましては令和４年１２月２日でございますけれども成立いたしまし

て、１２月１９日に施行しているということでございます。これによりまして恒久的な

基金の枠組みができておりまして、今後研究開発をする際には、ここに基金を充てるこ

とで継続的に研究開発が実施できることが期待できるわけでございます。 
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 次のページ、基金事業でございますけれども、こうした枠組み、予算を使いまして、

今後、私どもは、我が国の技術を確立して社会実装それから海外展開を目指していくと

いうことで、基金を造成していこうというものでございます。ここにございますとおり、

補正予算におきましては、右下にありますけれども６６２億円の予算を確保して、うち

電波利用料３５億円でございますけれども、予算を確保しており、今後基金事業を推進

していく予定です。ＮＩＣＴが基金を造成するということで、今般、中長期目標を見直

させていただくということでございます。 

 ここに現行の基金と新しく設置する基金の比較で表を作成しています。事業の目的を

御覧いただきたいんですけれども、これまでの現行基金におきましては、主としてＢｅ

ｙｏｎｄ ５Ｇの要素技術の早期確立に主眼を当てていたわけでございます。今般新設

する基金につきましては、情報通信委員会の答申も踏まえまして、主として社会実装そ

れから海外展開を目指した戦略的なＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ技術の研究開発を支援してい

くということで考えてございます。この「支援」がまさにポイントでございまして、従

前ですと「実施」ということで委託研究を中心に取り組んでいるわけでございますけれ

ども、民間の皆様が取り組むものに対して、それを補助・助成していくような取組を進

めていくべきであるということで、「支援」を掲げさせていただいております。また、電

波の有効利用に資する技術ということで、先ほど申し上げました電波利用料の充当も可

能でありますので、こうした技術も併せてこの基金の中で行っていくことを考えており

ます。 

 研究開発の期間を御覧いただきますと、先ほど申し上げました現行基金につきまして

は今年度いっぱいまでの基金になりますけれども、新設する基金につきましては法律上、

その期限に定めがございません。備考のところが一番下にございまして、追加の予算措

置が可能になることがまさに特徴的なところでございます。 

 戻りまして、主な事業範囲を御覧いただきますと、現行基金におきましては、先ほど

申し上げました研究開発の委託を中心としているわけでございますけれども、今回新設

する基金におきましては研究開発の助成を主として実施いたしまして、委託ももちろん

可能ではございますけれども、そうしたことをしっかりと取り組んで、民間の皆様が真

剣に取り組む覚悟を持って取り組むような事業をしっかりと後押ししていきたいとこ

ろでございます。 

 また、法令上の枠組みといたしましては、テストベッドの構築も業務の中でできるよ
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うにはなってございます。これはまさに民間の皆様がそのテストベッドを整備したいと

いう際に基金から助成することができるものでございますけれども、※の２の注釈にも

ございますけれども、今般は予算要求はしておりませんので、今回は制度のみというこ

とでございますけれども、こうした枠組みを用意したところでございます。先ほど申し

ました助成で※１のところでございますけれども、戦略的な研究開発の支援は助成スキ

ームにより実施することを今は想定しているということでございまして、こうした枠組

みにより、国際競争力を強化に向けて、企業が実際に海外展開をしていくような取組も

しっかりと後押ししていくようなことを実施していきたいと考えてございます。 

 それから財源でございますけれども、先ほど申し上げました令和４年度補正予算にお

きまして６６２億円の予算を確保してございますけれども、令和５年度の当初予算とい

たしまして電波利用料財源から１５０億円を現在要求中というところでございます。 

 最後になります。Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇをめぐる政策動向とＮＩＣＴの役割でございま

す。こちらの表を御覧いただきますと、まず国内外の動向とございまして、２０３０年

を御覧いただきますと、ＩＭＴ－２０３０、これはＩＴＵ－Ｒで議論しているいわゆる

６Ｇの名称でございますけれども、その勧告が２０３０年に完成するというスケジュー

ルで、今、標準化のスケジュールが進められている状況でございます。 

 この中でＮＩＣＴがどういうことをやっていくかということでございますけれども、

Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進という取組の中では、ＮＩＣＴ自らによる研究開発、それか

らテストベッドの整備をしていまして、これをいろいろな方に活用いただくということ、

それから今般の基金も含めまして公募型の研究プログラムという、この大きな役割がご

ざいます。これについてＮＩＣＴが実施するということで、今般、中長期目標を見直す

ということでございます。 

 御覧いただきますと、まず公募プログラムの部分でございますけれども、先ほども申

し上げましたとおり、今年度いっぱいで研究開発事業を現行基金におきましては終了す

るところでございます。この後実際に、新しく枠組みである新基金におきまして、主に

社会実装・海外展開を目指した研究開発支援を実施していくことになります。 

 あとは、ＮＩＣＴ自らの研究開発は第５期中長期目標期間におきまして実施していく

ことになるのですが、この真ん中にありますとおり、テストベッドをＮＩＣＴの研究者

の方のみならず、研究開発に取り組む民間の企業や大学の方に使っていただくことが重

要になっておりまして、こうしたことを一体的に取り組んで、Ｂｅｙｏｎｄ ５ＧをＮ
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ＩＣＴにおいて推進していくということでございます。 

 以上になりますけれども、以下、参考でＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの利用シーン、それから

Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの社会基盤としての活動をつけてございます。こちらは参考でおつ

けしておりますので、御覧いただければと思っております。 

 私からの説明は以上でございます。 

【藪井課長補佐】  では続きまして、現在のＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ研究開発促進事業の取

組状況につきまして、ＮＩＣＴ、国立研究開発法人情報通信研究機構の新田執行役から

御説明いただきます。資料は資料情部３９－２です。新田執行役、どうぞよろしくお願

いいたします。 

【新田執行役】  情報通信研究機構の新田でございます。資料情部３９－２に従って御

説明いたします。 

 こちらのスライドはＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進に関する第５期中長期計画の関係に

ついてお示ししています。左下のポンチ絵にございますとおり、ＮＩＣＴはＩＣＴ分野

の唯一の公的な研究機関として、無線通信や光ネットワークなどについて、自主研究で

長年の研究成果、知見を積み重ねてきたところでございます。それと同時に、先ほども

御紹介がありましたとおり、令和２年度以降、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの基金・補助金を活

用して、民間企業や大学の皆様に対して委託研究事業の公募を行いまして、Ｂｅｙｏｎ

ｄ ５Ｇの要素技術の確立を行ってきたところでございます。これによって、右側にお

示ししておりますようなＢｅｙｏｎｄ ５Ｇに必要な７つの機能の実現に向けて取り

組んできているところでございます。 

 こちらはＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発促進事業の概要でございます。左下の図は先

ほど井出室長からも御説明がありましたとおり、基金・補助金でそれぞれ３００億円、

２００億円プラス１００億円、それからテストベッドも令和２年度の補正予算で措置さ

れてきたところでございます。右側には、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの各スキームをお示しし

ていますが、これはいわゆるＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの要素技術のレベルに合わせた形でス

キームを構築しているところでございまして、例えばハイレベルで大型の研究課題を扱

う機能実現型の基幹課題ですとか、テーマを公募する形の一般課題、それから国際的な

標準化の仲間づくりを目的として要素技術を確立するための国際共同研究型、さらに一

つ一つは小規模ながら幅広い技術の目出しを目的とするシーズ創出型というスキーム

に取り組んできているところです。 
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 次のスライドは現在実施中の研究開発課題の概要を御紹介しているものでございま

す。ＮＩＣＴでは官民の英知を結集して研究開発を推進する観点から、今年２月にＢｅ

ｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発ワークショップを開催いたしました。様々なステークホルダ

ーに議論に御参加いただきまして、例えばサイバーフィジカルを融合するためのデータ

連携技術はこれからのＢｅｙｏｎｄ ５Ｇに重要ではないかといったディスカッショ

ンとか課題の抽出を行っています。 

 右側のポンチ絵にお示ししてございます課題分布図をご覧下さい。赤い点線でお示し

しているのが今年度採択した研究課題を示しています。それまでの研究課題では主に物

理層とかネットワーク層の研究課題がございましたが、今年度は、それに加えて、サイ

バー空間とフィジカル空間の融合が重要などのディスカッションを踏まえて、デジタル

ツイン関係の研究課題など、よりサイバーフィジカルの融合などＳｏｃｉｅｔｙ ５.

０の実現に直結するような、少し高めのレイヤーの研究課題に取り組むといった傾向が

ございます。 

 こちらは最後のスライドでございます。こちらはＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ研究開発促進事

業のＮＩＣＴにおきます推進体制を示したものでございます。研究開発課題は、昨年度

の補正予算と今年度の当初予算により予算も倍増する中、それに伴って研究課題も

４４課題から８２課題ということで倍増しているわけですが、これらの課題は要素技術

として確立するだけでは、それらの成果の社会実装はなかなか見込めないところかと思

います。 

 Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇはデバイス、有線、無線、光ネットワーク、衛星、デジタルツイ

ンやアプリケーションなど、様々な要素技術がありますが、これらは、システムとして

構成されることで初めて社会実装できるものです。 

 すなわち、８２課題をそれぞればらばらにしておくのではなくて、できるだけ課題間

の連携を推進することで社会実装を促進することが必要だと考えておりますので、こち

らの左下の体制にお示しするとおり、プログラムディレクターやＰＤ補佐のイニシアテ

ィブの下、リエゾンアシスタントなどからなるＮＩＣＴ自主研究との連携を促進するた

めの体制を設置いたしました。て、さらに右下の表にございますとおり、それぞれの研

究課題の内容に従った形でＳＩＧというものを構成いたしまして、研究成果の最大化と

社会実装の加速をするための体制を確立しているところでございます。 

 それから、この上の点線の箱にお示ししておりますとおり、研究成果の社会実装とい
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う観点では、知財や標準化の獲得も重要な指標になると認識しています。研究期間その

ものは実質的には２年足らずでありますが、この体制の中に知財・標準化の専門家をア

ドバイザーとして配置することで、現時点において国内特許出願１０４件、国外特許出

願５１件、国際標準化提案２７件ということで、知財・標準化の観点から申し上げまし

ても、このＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ研究開発促進事業については一定の成果が上がっている

のではないかと認識しているところでございます。 

 ＮＩＣＴからの御説明は以上となります。 

【藪井課長補佐】  ありがとうございました。 

 それでは、具体的な中長期目標の変更案について説明させていただきます。資料情部

３９－３から、津幡研究官から説明させていただきます。 

【津幡研究官】  資料０３で始まるファイル名の資料情部３９－３でございます。ここ

に１枚かがみがついておりまして、意見聴取を行いたいということで、いわゆる審議会

で通常の諮問に相当するものですけれども、それを引かせていただきました。このファ

イルはこれ以下、いわゆる溶け込み版の中長期目標変更案がついているのですが、ここ

では次の資料、資料情部３９－４で説明させていただきます。 

 この資料の１枚目、現行の中長期目標の目次を全体構成として示してございます。星

印で、今回変更しようとしている部分を示しております。一応この星印の中では、先ほ

ど井出から説明しましたように、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進について特に今回修正しよ

うとしておりますので、Ⅲ章２節（１）のＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進については、かな

り修正箇所が多岐にわたります。これについてはその次の資料３９－５で説明させてい

ただきたいと思っています。 

 では１枚めくっていただきまして各変更部分の説明ということで、Ⅰ章の柱書き、こ

こはＮＩＣＴの位置付けでございますけれども、今回、「高度通信・放送研究開発を行う

者に対する支援」を明示的に書かせていただきたいと思っております。 

 次、Ⅰ章１節の政策体系における法人の位置付け及び状況の変化、それから別紙１、

ＮＩＣＴに係る政策体系図の部分については、従来、無線分野のみのように読める書き

振りがあったんですけれども、幅広く情報通信インフラと読めるように修正させていた

だく。それから、先ほど井出から御説明を申し上げました今年６月の情報通信審議会中

間答申について追記させていただくことを考えています。 

 その次、２節でございます。法人の現状と課題でございますけれども、今回、基金が
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恒久的なものとなりますので、そのためのＮＩＣＴとしての適正な管理・運用、研究開

発成果最大化の体制整備について追記させていただくことを考えています。 

 別紙２については、上で先ほど説明した内容をそれぞれ反映させたということでござ

います。 

 その次、Ⅲ章２節でございますけれども、この２節の柱書きにＢ５Ｇ中間答申を踏ま

えた基金の内容について追記させていただきまして、（１）Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの推進、

ここにいろいろ説明してありますが、個別具体的なところは次の資料で説明します。 

 ３ページに参ります。次の星印（３）、テストベッドのところでございます。これはテ

ストベッドについて従来構築していきますということで書いてあったのですが、活用の

段階に移ったということなので、その構築したテストベッドの利用拡大という形で今回

追記させていただきたいと思っております。 

 別紙３のところについては、今まで御説明した内容を具体的に評価のための評価指標、

モニタリング指標として追記したいということで、詳細は次の資料で説明させていただ

きます。 

 最後、Ⅳ章３節でございます。これは前々回の当部会、第３７回当部会において、デ

ジタル庁の方針に従って直したところですけれども、再度細かな修正をさせていただく

ところでございます。 

 引き続き資料情部３９－５に基づきまして、新旧対照表で御説明をしてまいります。

この３９－５の１ページ目、一番上の欄については先ほど御説明したとおりでございま

す。 

 ２番目、１ページ目、下の段についても、「無線分野では」を外しまして、「情報通信

インフラ」という形で追記させていただいております。 

 ２ページ目、左側が赤字になっておりますけれども、６月の情報通信審議会中間答申

について記述させていただいております。 

 その次、３ページ、左上が赤字になっております。これはＮＩＣＴが基金を適正に管

理・運用する、研究開発成果を最大化する体制整備について追記させていただいており

ます。 

 その先、Ⅲ章の関係になりますけれども、Ⅲ章２節の分野横断的な研究開発その他の

業務について、技術の社会実装・海外展開促進、あるいは民間企業の進める戦略的な研

究開発の支援ということで、今回の制度改正に基づく目的を追記させていただいており
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ます。 

 次のページ、４ページ目に行きまして、ここからまさに今回のＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの

推進というところで一番中核になるところですので、細かく見ていきたいと思います。

左側上、先ほどから申しておりますように、国際競争力強化あるいは社会実装・海外展

開、知財・標準化について追記させていただいております。現行の右側、従来、Ｂ５Ｇ

の要素技術についていろいろ書かせていただいたんですけれども、先ほどの６月の中間

答申にこの辺は細かく書いてあり、それを引用したので、ここからは落とさせていただ

きたいと思っております。 

 次、それから４行下になります。総務省が策定する「研究開発方針」を「基金運用方

針」に改めさせていただいております。新基金については、研究開発だけではなくて、

社会実装・海外展開を促進するためなど範囲が広がりますので、研究開発だけではない

ということで、総務省が策定する文書の名前を改めさせていただくとともに、従来の基

金については従来の研究開発方針を使いますので、「等」ということでそれも読めるよう

な形でここを直しております。 

 その次、公募型研究開発プログラムのところでございますけれども、右のほうを見て

いただくと、黒字でこの４ページ下まで書いてある文、これは現行で既にあるものでご

ざいます。これは従来の基金に対するものですので、この部分を①と項目立ていたしま

して、従来の基金名「革新的情報通信技術研究開発推進基金等」ということで、従来の

基金については基本的には従来の現行の目標を据え置く形にしたいと思っております。 

 しかしながら、５ページ目の上、「さらに」から始まる４行ですけれども、従来の基金

については４年度いっぱいで研究開発のフェーズが終わり、５年度、評価を行った上で

報告書作成、総務大臣に提出、概要公表ということが予定されておりますので、その部

分については追記させていただくということで、この４行は従来基金に関して追記する

ことにしております。 

 次、②の部分ですが、情報通信研究開発基金は今回の２次補正予算等でついた名称で

すので、これを②として項目立てをさせていただいております。①の研究開発の成果を

引き継ぎつつということで、社会実装・海外展開を目指すということで少し方向性が変

わってきておりますけれども、そういう形でより商売になるようにということも含めて、

ここに追記させていただきたいと思います。 

 なお、この評価等については、現行基金のところと同じような形で評価委員会の設置
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あるいはステージゲート評価云々といった形で、従来基金と同様の形で書いております。 

 それから６ページに行きまして上の段、先ほど申しましたように、ここはテストベッ

ドのところですけれども、「テストベッドを構築する」で止まっていたのを、「テストベ

ッドを構築し、民間企業、大学等の利用拡大に努める」という形で、利用拡大のほうに

軸足を移したいと思っております。 

 その後については、先ほど説明した内容で技術的なもの、あるいはほかの部分の修正

を反映したものでございますので、６ページ、７ページについては省略させていただい

て、８ページに行きたいと思います。 

 別紙３、これは実際に評価をされるときに参照する表でございます。Ⅲ章２節で、（１）

Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ推進の欄につきましては、従来基金の評価がまだ残っておりますの

で、従来基金事業については従来どおりの評価項目を使いますけれども、新基金、情報

通信研究開発基金に関しては、赤字で示したものを追加したいと考えております。評価

指標として、社会実装・海外展開の促進等、研究開発成果の最大化に向けた取組状況。

それからモニタリング指標は数字で出してくださいというものでございますけれども、

特許出願件数、それからその下のポツは先ほど受託者間の連携のためのＳＩＧというこ

とで新田執行役から御説明のあったものですけれども、その会合開催件数・出席者数、

また、知財・標準化に向けＮＩＣＴが主催した会合等の開催件数・出席者数を、新たに

数字として報告していただきたいと思っております。 

 その次の表でございます。（３）、これはテストベッドのところですが、従来、黒字の

ように書いていたのですが、ＮＩＣＴ外の利用の件数についてもモニタリング指標とし

て数字を出していただくために、ポツ１に「うち、ＮＩＣＴ外の利用件数」を追記しま

す。それから新たなポツを起こしまして、「ＮＩＣＴ外のテストベッド利用者（機関）数」

を新たにモニタリング指標として追加したいと思っております。 

 ９ページについては表現がダブっていたところの削除ですので、大きな変更ではござ

いません。 

 次の資料まで御説明した後、御議論を頂きたいと思っております。資料情部３９－

６でございます。 

 一応、この後この審議会、親会がありますけれども、親の審議会からこういう形で大

臣宛てに御意見を頂きたいと思っておりまして、取りあえず暫定的に事務局で「案のと

おり変更することは、適当である」という内容で書かせていただきましたけれども、い
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や、こういうふうに直したほうがいいとか、そういう御意見がありましたら、この部会

で御意見を頂いて、それをこの後の審議会に上げて、それで御意見を頂くことも当然あ

ると思いますので、取りあえずこのような形で提案させていただいておりますが、御意

見として頂くものがありましたら、この後御指摘いただきたいと思います。 

 説明は以上になります。 

【藪井課長補佐】  案についての御説明は以上となりますが、今回、委員の皆様に資料

を送付させていただいた際、御欠席予定の皆様に御意見があればと前もって伺いまして、

御意見を頂戴いたしております。差し支えなければここで皆様に共有させていただきま

すが、尾家部会長、いかがでしょうか。 

【尾家部会長】  そうですね。まず、ではお願いできますでしょうか。 

【藪井課長補佐】  ありがとうございます。今回頂戴いたしましたのは１件で、本日御

欠席の尾辻委員から、新たな基金を造成することについて、ぜひ持続的な資金投入と継

続的な長期的スコープに基づく優秀な課題選考・採択を図り、オールジャパン体制での

Ｂ５Ｇ研究開発促進で世界を牽引するレベルにまでプロモートに御尽力いただきたい

とのことでした。ありがとうございました。 

 以上でございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの御説明につきまして御質問、御意見がございましたらお願いい

たしたいと思います。いかがでしょうか。 

【村瀬専門委員】  それでは村瀬ですけれども、質問してもよろしいでしょうか。 

【尾家部会長】  お願いします。 

【村瀬専門委員】  今回、目標の変更につきましては、さらに持続的に、さらに成果の

拡大を求めているということで非常にすばらしいことだと思うんですけれども。１点、

表現の追記の中に度々現れていますのが、社会実装に加えて海外展開というところが何

度か出てきているかと思います。社会実装については従来から既に実績がいろんな形で

出ているんですけれども、海外展開はあまり従来、目標として表現されたことがなかっ

たんじゃないかなと思います。もちろん研究機関ですので標準化とか海外連携というと

ころはあったかと思うんですが。社会実装に加えてのさらに海外展開というところが、

研究機関としてどういうところをイメージされているのかを、もう少し情報がありまし

たら教えていただきたいと思います。 
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【尾家部会長】  ありがとうございます。いかがでしょうか。事務局から。 

【川野課長】  総務省の技術政策課長の川野でございます。いつもお世話になってお

ります。今の御質問の点につきましてお答え申し上げます。 

 今回の基金の設置に関しましては、説明で申し上げましたとおり、情報通信審議会の

中間答申を受けて予算あるいは法案も認められたものでございます。その中で、情報通

信審議会の答申の中では、先ほども申し上げましたとおり、研究開発のみならず、社会

実装、また知財・標準化戦略、また海外展開も目指してこの研究開発を強力に進めるべ

きという御提言を頂いているところでございます。 

 その問題意識としましては、やはり国内のマーケットだけを考えて研究開発する形で

はなく、海外の広い市場を捉えることで日本の企業の国際競争力をつけたいところが政

策の意図として強く示されているところでございます。そうした説明を私どもも国会等

に御説明する中で今回の基金をお認めいただいておりますので、言わば技術をつくって

国内、いわゆるガラパゴスというような言葉がよくありますけれども、国内だけで使わ

れればそれでいいというような形ではなく、最初から国際市場を目指した、先ほども言

葉にありましたけれども、思い切った民間企業の取組を支援していきたいと考えており、

この海外展開という言葉を色々なところに記載させていただいております。 

 しかしながら、基金の実際の運用に関しましては、今後詳細を私どもで決めていくこ

とになりますけれども、「主として」という言葉を、例えば資料３９－１の８ページ目を

御覧いただきますと、まさにここに「主として社会実装・海外展開を目指した」と書か

せていただいております。すなわち、基金のメインの目的としては社会実装・海外展開

を目指したものを支援差し上げるということでございますけれども、その下の主な事業

範囲に助成に加えて委託というスキームも残しておりますとおり、要素技術の開発が一

切なくなるということではなくて、そういったものは海外展開まで必ずしも見据えずに

技術を開発する場合も、支援していきたいと考えてございます。 

 ただ、基金の主たる目的といたしましては、やはり社会実装さらには海外展開も目指

した戦略的な研究開発を進める方を御支援申し上げたいという趣旨でございます。 

【村瀬専門委員】  趣旨は理解しました。ただ、もともと５Ｇあるいはそれ以前からも、

国際展開を前提として国際標準化はもちろん、国際的な連携、オペレーションまで想定

して技術開発はしてきているはずなので、直接的に今後海外に向けた競争力を確保する

となると、それこそ各企業が海外営業するようなことをどうやってサポートするかみた



 -16- 

いなことですとか、さらに直接的には海外のベンダーとかオペレーターとそれこそ資本

的なＭ＆Ａまでするようなことを支援していかないと、シェアを拡大するのは非常に難

しいと思うんです。 

 その辺、技術的な側面だけではないと思うんですが、どういう戦略でやっていくのか

というところは、標準化とか特許とかだけではなくて、もうちょっと戦略的なものを今

後入れていく必要があるかなと思いましたので、それはコメントとしてここでお話しさ

せていただきたいと思います。 

 以上です。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。総務省さんのほうはよろしいですかね。 

 今、御質問がありました件に関しては、恐らく今回は予算を基金化して、多年度で利

用できるようにすることによって、今後これをどのように活用して、研究開発だけにと

どまらず、社会実装や今御指摘のような海外展開を支援していけばいいのかということ

は、その体制整備とか今後検討が必要になるのではないかなと想像いたします。 

 そのほか何か御質問等ございませんでしょうか。 

【大森専門委員】  専門委員の大森でございます。 

【尾家部会長】  お願いします。 

【大森専門委員】  今ちょうど見せていただいている基金の比較のところで、現行の基

金が時限つきで、それまでに消化しなければいけないと。今回のものは期間が定められ

ていなくて、金額も大分増えていますが、これは何年間にもわたって、今年度４年度の

６６２億円は来年度、再来年度と場合によっては継続できるものなのでしょうか。 

 つまり、今年の春に現行の基金の運用に関しては、ＮＩＣＴで相当頑張ってＳにする

かＡにするかをもめたというか議論になった経緯がありまして、相当負担感がＮＩＣＴ

側にあったのではないかなと思うんですけれども。これが今回の新しい基金を創設して、

そうやって運用していくに当たって、その推進・支援・連携の体制と、それからこの基

金の性質、予算の性質でしょうか、そういったものの関係が安定して続けられていくだ

けの体制が取れるのだろうか、それを支える予算の性質になっているんだろうかという

ことが気になるんですけれども、いかがでしょうか。 

【川野課長】  お答え申し上げます。 

 御質問の御趣旨を正確に理解したか不明ですが、今回設けました基金に関しましては、

８ページの表の真ん中にもございますとおり、研究開発期間につきまして法律上の定め
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がないことになってございます。したがいまして、基本は令和５年度頃から運用が始ま

ることになりますけれども、５年度中に消化しなければならないとかそういうことでは

なくて、まさに複数年にわたって使用することが可能になるものでございます。その内

容につきましては、物によっては２年間ぐらいで終わるものもあれば、場合によっては

５年とかそれ以上という形で長期にわたって研究開発をすることも、法律上はこの

６６２億円を使って柔軟にそれを組むことができることになるものでございます。 

 規模も大きくなるということでございますので、また先ほどの村瀬様からの御質問も

あったとおり、技術の開発をすることだけではなく、社会実装・海外展開も目指してと

いうことになっておりますので、ＮＩＣＴさんにおいては執行の体制をやはり少し強化

していただく必要があると考えてございます。 

 そのため、今回の御審議に付しております中長期目標の見直しの中で、資料で言うと

３９－５、資料のページとしては３ページ目に、ＮＩＣＴはこれまでは時限基金でやっ

てきたけれども、新たに恒久的な基金を造成すると。さらに社会実装・海外展開を目指

すことにしておりますので、それにふさわしい体制を整備していくことが重要であるこ

とを、あえて今回この中長期目標に書かせていただいているという状況でございます。 

 以上でございます。 

【大森専門委員】  ありがとうございます。人材育成という観点からも、結局一つのこ

ういう研究分野を安定して長期的に続けていただくことが、研究者の育成とかあるいは

海外の展開に向けて、海外にも伍していけるだけの人を育てるためにも、安定して継続

していただけることは非常に重要だと認識しておりますので、そのように努力していた

だければと思います。ありがとうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか何か御質問はございますでしょうか。 

【大場部会長代理】  大場です。 

【尾家部会長】  お願いします。 

【大場部会長代理】  今回新設する基金については非常に恒久的な資金であり、成果は

出やすい形になるかと思います。そこで、すごく細かいことですけれども確認させてく

ださい。０５の資料で中長期目標変更案の新旧のところの６ページですが、ページ

１６でＰＭＯをPortfolio Management Officeと括弧書きでフルスペルしているんです

が、一般的にはＰＭＯというとProject Management Officeではないかなという感覚な

んですが、これは正しいですか。 
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【藪井課長補佐】  事務局でございます。 

 このＰＭＯをPortfolio Management Officeとしているのは、デジタル庁のほうで示

しました情報システムの関係のワードとして、ＰＭＯはPortfolio Management Office

ですよと示されていたものをそのまま使わせていただいていた形になっております。も

ちろんProject Management Officeという使い方があることも存じ上げておりますが、

今回の情報システムの整備及び管理の関係につきましてはPortfolio Management 

Officeという使い方になります。 

【津幡研究官】  補足します。今、藪井が申し上げたとおりなんですけれども、実は前々

回のこの部会に報告申し上げたときはＰＭＯとしか書いていなくて、まさにProject 

Management Officeだと思われてしまう、誤解されてしまうことが懸念されたので、

Portfolio Management Officeであることをかっこ書きで明示させていただいたという

変更の趣旨でございます。 

【大場部会長代理】  理解しました。Project Managementではなく、Portfolio 

Managementを意図的に志向しようとしているわけですね。ありがとうございます。 

 以上です。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか御質問、御意見はございませんでし

ょうか。いかがでしょうか。 

 私からも１点質問させていただければと思います。今回多年度で非常に効果的な運用

が可能な予算になると思うんですが、今まで幾つか御質問がありましたように、実際に

例えば社会実装にしても海外展開にしても、テストベッドの民間・大学の利用拡大にし

ても恐らく支援体制の整備が必要になって、例えば人とか、その費用にもこの予算が使

えると理解してよろしいんでしょうか。 

【川野課長】  お答え申し上げます。 

 今回の６６２億円、メインの経費としてはもちろん委託なり助成の形で研究開発をす

る他者への支払いのお金ということでございます。当然、この基金を運用するための業

務経費は積算上も計上しているところでございますので、まさにこの基金を効果的に運

用していく上で必要な、もちろん体制整備ですとか、その前の附属的な調査ですとか、

そういったところに充てていただくのはもちろん可能でございます。 

【尾家部会長】  承知しました。Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの初期のＮＩＣＴさんの活動が高

く評価されたところに関しては、支援体制の中でリエゾンアシスタントですとか、連携
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オフィサーですとか、標準化アドバイザーとか、そういった人たちをきちんと配備して

支援されていたところが評価されたと思います。そういう人たちがいないと、なかなか

実際にはうまく回らなかったんじゃないかといったことだと思いますが。今回も社会実

装とか、海外展開とか、テストベッドの利用拡大とかといったことを促進するためには、

こういった支援体制の整備が必要だと思いますので、ぜひそういう予算にも活用してい

ただければなと思ったところです。よろしいでしょうか。 

 ほかにございませんか。よろしいでしょうか。それでは、ただいまの議論を踏まえま

して、事務局で御準備いただきました審議会の意見案を当部会の意見として親会に報告

したいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、親会には当部会からの意見として、資料３９－６の

とおり、変更案は適当であるとして報告させていただきたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

 議事は以上となりますが、全体を通して何かございますでしょうか。 

【津幡研究官】  津幡でございます。 

【尾家部会長】  お願いします。 

【津幡研究官】  先ほどの大場委員の御質問について、デジタル庁の言葉遣いを、今、

画面共有しまして、確認させていただきたいと思います。 

【尾家部会長】  分かりました。 

【 津 幡 研 究 官 】   こ れ で す ね 。 今 映 っ て い る と 思 う ん で す け れ ど も

（ https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resourc

es/e2a06143-ed29-4f1d-9c31-

0f06fca67afc/2ed84819/20220422_resources_standard_guidelines_glossary_03.pdf 

の15ページを共有）、これがデジタル庁のデジタル社会推進標準ガイドラインの用語集

でございまして、Project Management OfficeはＰＪＭＯと略す、ＰＭＯという略語は

Portfolio Management Officeを示すというようにデジタル庁で整理されておりますの

で、この中長期目標でもそれに言葉遣いを合わせて使わせていただいていることを補足

説明させていただきます。 

 以上です。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。大場委員、こういう状況のようです。 

【大場部会長代理】  勉強になりました。ありがとうございます。 
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【尾家部会長】  ありがとうございます。それでは、そのほか何かございますか。よろ

しいでしょうか。事務局からそのほか何かございますか。 

【藪井課長補佐】  ありがとうございます。事務局でございます。 

 では、ただいまの御審議を踏まえまして、部会としての御意見は、最初にお示しさせ

ていただきました原案により、親会に提出させていただきます。 

 親会の開催はこの後１５時からとなります。少しお時間が空くこととなりますが、ま

た会議時間近くになりましたら、同じアドレスにお集まりいただければと思います。 

 事務局からは以上です。 

 

閉  会 

【尾家部会長】  ありがとうございます。 

 それでは、以上をもちまして第３９回総務省国立研究開発法人審議会情報通信研究機

構部会を終了いたしたいと思います。この後の親会におきましても引き続きどうぞよろ

しくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

（以 上） 


